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有孔虫とは、世界中の海に生息する単細胞の動物である。
大きさは1mmにも満たない。木元克典技術研究主任
は、海中に浮遊して生活している浮遊性有孔虫に魅せら
れ、研究を続けている。最大の魅力は、そのかたち。有
孔虫の化石はポップコーンのようで、バリエーションは
実に多い。そこに過去の海洋環境についての情報が残さ
れていることも、研究対象として大きな魅力だ。木元主
任は、世界でも例が少ない浮遊性有孔虫の飼育に取り組
み、ベールに包まれていた有孔虫の生態を明らかにしつ
つある。さらに、多くの人に有孔虫の魅力を知ってもら
いたいと、広報活動にも情熱を注いでいる。有孔虫の編
みぐるみ、紙粘土や3Dプリンターを使った模型も紹介
しよう。

浮遊性有孔虫　　
上下のペアはそれぞれ同じ種類。上は生きている個体、下は電子顕微鏡を使って撮影した化石。有孔
虫は、 ～ ほどの単細胞生物で、炭酸カルシウムのかたい殻をつくる。その殻が化石として
残る。殻に含まれる同位体比や微量元素を調べることで、その有孔虫が生息していた当時の海洋環境
に関するさまざまな情報を得ることができる。しかし、有孔虫の生態はよく分かっていない顕微鏡を手に

──特集記事「やってみよう海と地球の
自由研究」では、プランクトンの採取や
飼育についてご紹介いただきました。木
元主任は子どものころ、夏休みにどのよ
うな自由研究をされましたか。
木元：1つだけ覚えているのが、アリの
研究です。夏休みもあと1週間となり、
何とかしなければとあたりを見回した
ら、アリがいた。砂糖を置いて、どのよ
うに運んでいくかを調べただけなんで
す。ちょっと怠惰な子どもでした（笑）。
　小学1年生のとき、祖母に顕微鏡を買
ってもらったことは、よく覚えていま
す。雪の結晶を見たかったのですが、私

が住んでいた鹿児島で雪が降るのは年に
1、2度。貴重なチャンスを逃がすまいと、
雪を取って家に駆け込み、わくわくしな
がら顕微鏡をのぞきました。でも、雪は
すでに解けていて、何も見えない。とて
もがっかりした記憶があります。それが、
いまにつながる原点かもしれません。
──なぜ顕微鏡が欲しかったのですか？
木元：『ムーミン』というアニメに、チ
ョウを収集している学者が出てくるでし
ょう。彼は、右手に顕微鏡を握っている
んです。その姿にあこがれていました。

有孔虫との出会い
──高知大学を選んだ理由は？

木元：私は桜島を見て育ちました。噴火
が起きると、まず窓ガラスがバリバリと音
を立てて揺れだし、その数秒後に爆音が
やって来ます。東風が吹く夏は、鹿児島
市内に火山灰が降り注ぎ、傘を差さない
と全身灰だらけになるし、校庭の灰取り
作業で授業がつぶれる。そんな環境で育
ったからでしょうか、火山や地球の活動
に興味を持つようになりました。「プレー
トテクトニクス」という言葉も知り、そう
いう勉強をしたいと思ったのです。そこで
高知大学へ。高知は海洋プレートが沈み
込むときに付加されてできた土地だとい
うことを知っていましたから、プレートテ
クトニクスを学ぶのはここしかない！と。

──大学では、どういう研究を？
木元：付加体の研究をやるつもりでした
が……。付加体の岩石がどの時代につく
られたかを知るには、岩石に含まれる微
化石を取り出して調べます。「微化石」
とは、有孔虫や放散虫、円石藻など単細
胞プランクトンがつくる炭酸カルシウム
のかたい殻だけが残ったもので、それが
いろいろなかたちをしているんです。か
たちを詳しく調べるとどの時代に生息し
ていたのかを、また化石に含まれる元素
を詳しく分析するとそれが生息していた

時代の海洋環境を知ることができます。
微化石という言葉も大学に入って初めて
知り、海にはこんな面白いかたちをした
やつがいるのかと、衝撃を受けました。
　そして、私が現在の仕事をしている最
大の理由は、当時、理学部にいらっしゃ
った安田尚登先生に出会ったことでしょ
う。安田先生が私の出身高校の先輩だと
知り、研究室に伺ったのです。先生は「顕
微鏡をのぞいてみなさい」と。そこには、
いろいろなかたちをしたポップコーンの
ようなものが見える。有孔虫のなかでも
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主口孔が見える側面。最後の 旋
回のみが見える

旋回側面（スパイラルサイド）
有孔虫のすべての旋回（殻室）が見える側面。
有孔虫の巻き方向は、旋回側面から見て、中心
部から外側（成長する側）に向かってらせんを
描く方向によって判別する。この種は右巻き

有孔虫の各部の名称

紙粘土で製作した浮遊性
有孔虫の模型と、有孔虫
と円石藻の編みぐるみ
円石藻（下の写真の左下）は
植物プランクトンで、生息して
いた当時の海洋環境を知るこ
とができる微化石のひとつ。「円
石藻は細胞の表面に炭酸カル
シウムからできた “円石” と呼
ばれる殻をつくります。その付
き方も精巧に表現しています」

有孔虫の立体視をやってみよう　　
。「一番美しいなあ、と思っている種類です」と木元主任

立体視のやり方：右目で右側の写真を、左目で左側の写真を見る。このとき、遠くを見るよう
な感じで、ぼんやりと見る。写真が 枚になって見えたら、真ん中の写真に意識を集中させて
焦点を合わせる。有孔虫が立体的に見えてくる

（ ）

３Dプリンターで製作した浮遊性有孔虫
の拡大模型　　

の化石（右）の形
状を 線スキャナーで読み取り、その 次元デー
タもとに、樹脂を積層して製作した
製作：有限会社ホワイトラビット・丸紅情報システムズ株式
会社

浅い海底で生活している底生有孔虫の化
石でした。「同じかたちのものを拾って
くれ」といわれるがままに作業をしてい
ると、これが実に面白い。いま考えれば、
まんまとはめられたのですが。
──有孔虫の魅力は？
木元：まずは、かたちのバリエーション
の面白さ。しかも、それは有用な情報を
含んでいて、有孔虫が生きていた当時の
海洋環境を教えてくれるという点です。
1mmにも満たない小さい生き物が、地
殻や海洋プレートといった地球規模の動
きの情報を持っている。すごいと思いま
せんか。

有孔虫の飼育に挑む
──現在の研究について教えてください。
木元：深海の堆積物を採取してきて、そ
のなかにある有孔虫の殻の同位体比や微

量元素を分析して過去の環境を推定す
る、という研究をしています。同位体と
は、同じ元素で質量数が違うものをいい
ます。たとえば、酸素の同位体比を調べ
ると、その有孔虫が生きていたときの水
温が分かります。
　しかし、有孔虫の生態や、殻がどのよ
うにしてつくられるかについては、まだ
よく分かっていません。それなのに有孔
虫の殻の同位体比や微量元素から過去の
環境が本当に分かるのだろうか、という
疑問を、私はずっと抱いていました。私
たちが過去の環境を推定するには、有孔
虫の生態をもっと理解する必要がある
と考え、JAMSTEC のむつ研究所にいた
2001年から有孔虫の飼育を始めました。
　私たちが飼育しているのは、海中に浮
遊して生活している浮遊性有孔虫です。
津軽海峡や沖縄近海で採取し、これま

でに10種類以上の飼育に成功しました。
浮遊性有孔虫の飼育は、日本はもちろん
海外でも、ほとんどやられていません。
──飼育によって明らかになったことは？
木元：浮遊性有孔虫は、殻室（チャンバ
ー）をらせん状に増やしながら成長して
いきます。殻室の成長する方向によって、
右巻きと左巻きがあります。ある種類の
有孔虫は、生息している水温によって巻
き方向が変わるといわれていました。し
かし私たちは、温度ではなく、生殖の方
法によって巻き方向が変わることを明ら
かにしました。有孔虫の生態と巻き方向
の意味を考える上で重要な発見です。ほ
かにも最近、世界初の発見があり、論文
発表の準備をしているところです。
──飼育について、今後の課題は？
木元：現在は直径2.5cm、長さ7cmほど
のガラス管で飼育していますが（20ペ
ージ写真）、さまざまな物理的な条件は
海洋と異なっています。条件を近づけ、
天然の餌もある環境で飼育したい。その
ための飼育装置を試行錯誤しながら開発
しているところです。
　飼育で明らかになった事実から、従来
の常識が覆される一方で、過去の環境を
推定する新しい指標が見つかるかもしれ
ない、と期待して研究を進めています。
有孔虫を飼育して、それを顕微鏡で眺め
ているときが、私にとって一番幸せなと
きです。

手に取ることができる有孔虫
──木元主任が 年に制作した
『浮遊性有孔虫の生態』が好評です。なぜ、

を制作しようと考えたのですか。
木元：私はこの世界に入っていなかった
ら、きっと放送業界にいたと思います。
多くの人に、“いま” を伝えることに興
味があります。有孔虫は、糸状で粘着性
が強く、伸縮・変形自在の仮足を使って
餌をとります。仮足の動きが、とても美
しいのです。それを伝えるには、写真で
は限界があります。やはり映像で伝えた
いと考えて、DVD にまとめました。
　でも、前回のDVD では満足していま
せん。当時はまだカメラの性能が低く、
細部をとらえ切れていないのです。いま、
ハイビジョンカメラでの撮影を始めてい
ます。第2弾にご期待ください。
──有孔虫の魅力を伝えることの難しさ

は？
木元：有孔虫は小さくて肉眼では見えな
いため、なかなか一般の方に興味を持っ
ていただけません。何とか手に取れるよ
うにしたい。そこで、編みぐるみをつく
ってみました。有孔虫の化石の表面はで
こぼこしています。それを表現するには
毛糸の網目が最適だと思ったのです。雰
囲気が出ていると思いませんか。紙粘土
を使った模型もつくっています。
　そして、最新作が3Dプリンターを使
った模型です。実物の化石の形状をX線
CT スキャナーで読み取り、その3次元
データをもとに、1mm以下の薄い樹脂
を積層して立体物をつくります。リアル
でいいでしょう。有孔虫を手に取ってか
たちを議論するのが、夢だったんです。

有孔虫、宇宙へ
──これからの夢は？
木元：有孔虫は、5億年以上前に登場し
ました。現在までに何度かの大量絶滅が
あり、そのたびにほとんどの種が失われ
ました。しかし、異なる地質時代にもか
かわらず、同じようなかたちの有孔虫が

何度も出現してくる。有孔虫のかたちは、
長い歴史のなかでたどり着いた最適な形
状なのかもしれません。そのかたちを工
学的に利用できないかと考えています。
　最近、大学や宇宙航空研究開発機構
（JAXA）の宇宙構造物の研究者とも仕
事を始めました。あるとき、たまたま彼
らに有孔虫のDVD を見せたら、「これ

だ！」と大喜び。それは、有孔虫が殻室
を増やしていくシーンでした。宇宙空間
に大きな構造物をつくるとき、ロケット
で打ち上げることができる大きさには限
界があります。地上ではなるべく小さな
容量で、宇宙空間では最大限の空間を得
られるようにしたい。そこで、風船のよ
うに膨らませて構造物をつくるという考
え方があり、「インフレータブル構造物」
というそうです。有孔虫の殻室の増やし
方は、インフレータブル構造物のとても
よい参考になるとのこと。有孔虫のかた
ちに学んだ宇宙ステーションができるか
もしれません。私たちはこのような概念
を「マルチスケールデザイン学」と呼ん
で、その確立を目指しています。
──最後に、読者の中高生にメッセージ
をお願いします。
木元：最近ではインターネットが発達し
て、簡単に知識を得ることができます。
表面的な知識だけで、すべてが分かった
気になっていませんか。ものを自分の手
に取って、自分の目で見ることを、大切
にしてほしいと思います。きっとインタ
ーネットでは得られない、何かを感じる
ことでしょう。

■ 『浮遊性有孔虫の生態』
収録時間：約 分　価格： 円（税込）
詳しくは、

をご覧ください。
■浮遊性有孔虫データベース


